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岩間地区は、東日本大震災の津

波により、市街地が広範囲にわた

り被害を受けました。 

いわき市復興整備計画では、今

後、数十年から百数十年の頻度で

発生が想定される、頻度の高い津

波や高潮に対しては、海岸堤防に

より人命や財産を守ることとし

ています。さらに、今回と同様あ

るいはそれを上回る津波に対して

６月１日に開催された第１回

ワークショップには、参加者 27

名のほか、アドバイザーとして東

京藝術大学の北郷悟先生、元倉眞

琴先生、清水康博先生、樹木医の

木田都城子先生をお迎えしまし

た。 

会場では、今後のワークショッ

プの開催概要や防災緑地基本計

画の概要などの説明を行い、その

後、参加者全員で防災緑地の計画

地に移動して防災緑地の実寸大 

 

被災直後の岩間地区（「東日本大震災写真保存プロジェ

クト－Yahoo! Japan」より） 

お子さんの姿もあり、会場は和やかな雰囲気でした。 

は、海岸堤防の背後に、津波エネ

ルギーの減衰や漂流物の捕捉効

果を発揮する防災緑地を整備し、

多重防御による津波からの防災

性の向上を図るとしています。

そこで、防災緑地の計画検討に

際して、地域の方々の意見やアイ

デアを取り入れ、親しまれる防災

緑地とするために、全４回にわた

って「岩間地区防災緑地ワークシ

ョップ」を開催することになりま

した。 

現地見学では、単管パイプを組

み立てた防災緑地の実寸大模型

を見学するとともに、木田樹木医

に防災緑地に適した樹木につい

てお話しいただきました。 

グループワークでは、「こんな

緑地がいいね」をテーマに、５班

に分かれた参加者が自由な意見

を出し合いました。さらに、それ

ぞれのテーブルごとに意見を整

理して、各班の代表者がその結果

を発表しました。 

模型を見学しました。そして再び

会場に戻り、参加者全員が意見を

述べるグループワークを行いま

した。 

防災緑地計画地に設置された実寸大模型。 

ワークショップの流れ 

現地見学会 

グループワークの開始 

防災緑地計画地の周囲に生育する樹種も学びました。
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